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要約
近年、野菜の高級化・高付加価値化を目的として、希薄海水謹慨による作物栽培が行われるようにな
った。本研究で、は希薄海水瀧i障がナスの品質に与える影響について検討した。
ワグネJレポットに千両ナス 1号を定植し、実験区は5区に分けて、各々に塩分濃度Oppm、2000ppm、
5000ppm、8000ppm、16000ppmの海水を潅水した。
Na含有量は塩分濃度が5000ppm以上になると増加し、 Na含有震と塩分濃度は比例関係にあると思わ
れる。 Ca含有量は塩分濃度が高くなるに従って増加する傾向が見られた。 Mg含有量は海水濃度
5000ppmから飛躍的に t界し、 Oppm、2000ppmと比較すると、約3倍の数値を示した。糖度は海水濃
度Oppmと比較すると、約2倍の値を示した。
Summary 
Recently，seawater irrigation management for high value crop is promoted. ln this study，the 
influence of dilute seawater irrigation on the quality of eggplant is studied. 
Eggplants(~enryonasu 19ou) were cultivated in wagner pots. The pots were divited to five 
blocks of different water salinity(Oppm，2000ppm，5000ppm，8000ppm， 16000ppmNaCl) 
Na concentration of eggplants was increased with increasing NaCl concentration. Mg concen-
tration of eggplants irrigated with 16000ppm saline water were 3 times of the Oppm group. Brix 
of the 2000ppm group were 2 times of the Oppm group. 
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1 .はじめに
近年、野菜の高級化・高付加価値化が進み、自
頭では有機栽培・無農薬栽培という表示を自にす
ることが多くなった。また最近は他の野菜との差
別化を関るために海水濯蹴に野菜栽培が行われ、
市場に高値で出回っている。海水を使った野菜作
りは、 トマト、春キャベツ、ナスなど多方面で研
究され、児島湾干拓の岡山千両ナスは色、つや共
に抜群と評髄が高い。しかし、ナスについては海
水を積極的に利用した事例はほとんどない。
いる。しかも高温性で、栽培期間が比較的長く、
長期間連続して収穫できる作物である。
ナスは美しい紫黒色とその光沢が重要で、また
地方的n郁子性が強く、各地に近郊産地が存在して
ナスの果実は食品分析表によると栄蓋性は極め
て低く、炭水化物、蛋白質、脂肪し、ずれもごくわ
ずかな含有にすぎないので、その熱量(カロリ一
価)も少ない。野菜として極めて重要な無機物の
含有量をみると相当に多く、アルカリ価も高いが、
他の野菜に比べてとくに高いと言うわけではな
い。最も重要なビタミン類においても、研究者に
よって多少異なるが、ビタミンA、B、Cのいず
れの含有量も少ない。この点でもあまり問題とな
る野菜ではないことになる。
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以上の点からみれば、ナスの食物としての重要
性を科学的に立証することはできないが、古来よ
り日本人の食生活に密接な関係があり、作物的に
みて重要な種類であることは間違いない。
本研究では海水の塩分濃度を変えてナスを栽培
し、塩分濃度によるナスの成分や糖度への影響、
及び成長速度、糖度と長さ、形状について比較検
討する。
2.材料と方法
2003年9月29日にワグ、ネlレポットに千両ナス
l号を定植して、 2004年2月5日までの期間、
佐賀大学海浜台地生物環境研究センターのガラス
ノ1ウス内において栽培した。
供試品種は千両ナス l号(台木:赤ナス)を用
いた。 2004年9月29B、lポットに対し 1本を
定植した。ポットは、 1/2000ワク守ネルポット、
縦30cm横25cm(藤本科学工業)を使用し、下
から約7cmまで直径約 lcmの砂利を敷き詰め、
マサ土と腐葉土を混ぜたものを上から約5cmま
で、詰めた。土屑の厚さは18cmとした。 10日間毎
日500cc潅水し追肥した。整校は摘芯して主枝2
本仕立てとし、それぞれ棚に吊り上げた。
ガラスハワス内の調度は、温水暖房と 12月か
らはヒーターを使い時間帯によって変え、 5:00
~9:00 までは 1TC 、 9:00~14:00 までは250C 、
14:00~ 18:00 までは22 0C 、 18:00~22:00 まで
は 16 0C 、 22:00~5:00 までは 130C に設定し管理
した。
試験区は6ポットで構成されており番号をつけ
て区別した。各ポットに Oppm(No.l~6) 、
2000ppm(No. 7 ~12) 、 5000ppm(No.12~18)、
8000ppm(No.19~24) 、 16000ppm(No.25~
30)、の塩分濃度になるように希釈した海水を海
水した。
9月29日の定植から約 1ヶ月間は淡水と追肥
のみで栽培し、 10月30自の第2花房が開花し始
めた頃から、各塩分濃度に希釈した海水を2月4
日まで週に2関1リットルずつ潅水した。
着果を促すため、花房が開花した時点で植物成
長調整荊(石原トマトトーン)を100倍に希釈し
たものを噴霧器で散布した。
11月11日と 11月25日に収穫した果実(11丹
11呂、 11月25日)は一旦マイナス30度の冷蔵庫
に保存した。果実内の成分については、ナス果実
5gをとり乾式灰化法で灰化し塩酸で溶解・ろ過
し、ろ液を 5mlとり20倍に希釈し、イオンクロ
マトでイオン分析した。糖度は全収穫果実につい
て果実の先端約2cmを切断、手で軽く搾り搾汁
しデジタル糖度計で、測定した。
3.結果及び考察
( 1 )病虫害の発生状況
(a)マグネシウム欠乏症
ナスはマグネシウム欠乏症が発生しやすい。は
じめ葉脈のまわりから黄化がはじまり、葉全体に
広がってひどくなると下葉が落ちてしまう。
本研究において、マグネシウム欠乏症は塩分濃
度によって違いが見られた。 Oppmにおいて、 11
月上旬までは、土壌中にマグ、ネシウムが合まれて
おり、欠乏症がみられることはなかったが、 11
月中旬、主枝の高さが90~100cm となり 2 、 3
回収穫し始めたころから下葉にマグネシウム欠乏
症が見られ始めた。 11月下旬にはOppm区 (NO.
1 ~6) のナスの葉全体でマグネシウム欠乏症が
見られた。これは、 11月25日に収穫したナスに
含まれるマグFネシウムの量からマグネシウムが不
足していたのは明らかである。一方、 2000~
16000ppmの海水で、育てられたナスの葉では、
11月上旬、下葉にマグネシウム欠乏症が見られ
た。 11月11日に収穫されたナスに含まれるマグ
ネシウムの量から、土壌中に不足していたと思わ
れる。しかし、 11丹25日に収穫されたナスに含
まれるマグネシウムの量からわかるように11月
下旬には、マグネシウム欠乏症は改善され、葉全体
に広がることはなかった。理由として考えられる
ことは、海水に含まれるマグネが定期的に供給さ
れることによって、マグネシウム欠乏症が改善さ
れたので、はないかと思われる。
(b)うどん粉病
うどんこ病は、もやもやした白い小班点が次第
に拡大し全体がうっすら白くなり、次第に濃くな
り小麦粉をまぶしたようになるなどの症状が葉や
花首に発生する。
本研究においては11月上旬、比較的風通しの
惑い8000ppm匿のNO.21、22，23からうどん
粉病が発生し始め、 16000ppm区まで、広がった。
ハウス入口間近のOppm区で、はあまり見られなか
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った。発生した理由として、風通しの悪さ、温度
管理が不充分であったと考えられる。対策として
海水を葉面散布し、 3時間後に淡水で洗い流した。
少し効果があったように思えたが、海水を葉面散
布し洗い流すまで、の時聞が長かったので、枯死し
た葉もあった。結局、『べニカ Xエアゾール剤J
を週2回葉面散布することで、 11月下旬には全
区画において防除することができた。
(c)アブラムシ
ナスには主としてモモアカアブラムシとワタア
ブラムシが寄生する。本虫はウイルス病類を媒介
し、また、新葉や葉裏に群がって吸汁するので葉
は生気を失い、しおれて落葉しやすくなり果実の
肥大も阻害される。
本研究においては、ワタアブ、ラムシが8000ppm
区のNO.27に寄生した。原因として換気時の外か
らの侵入が考えられる。対策として、うどん粉病
に使用した『ベニカ Xヱアゾール剤Jにアブラ
ムシへの効用が記載してあったが、ほとんど防除
できず、温室コラジラミも同時に防除できる、
『アドマイヤー水和剤Jを2000倍に希釈したもの
を週2回、葉裏を重点的に散布した。アブラムシ
は薬剤に対する抵抗性が高いため2、3回の散布
ではなかなか関除できず、 6回の散布でようやく
完全に防除することができた。
(d)オンシツコラジラミ
コラジラミは温度があれば繰り返し発生し、約
28日周期で卵→幼虫→踊→成虫と完全変態する。
シルバーリーフコナジラミではトマトなどの果実
の色がまだらになるなど麓色異常果が発生したり
する。間接的な被害としては、排植物の上にすす
病が発生して薬や果実が黒くなる。またアブラム
シ開様にウイルス病を媒介することもある。
本研究において、温室コラジラミは10丹中旬
頃から発生し始め、ほぽ全区画で見ることができ
た。発生に伴い、下葉にはすす病が見られるよう
になった。薬剤として、まず有効成分に食品であ
るデンプンを使用した、殺虫・殺ダニ剤『粘着く
んJを11月中旬まで週に2回計5回散布した。
一時期は減少したが完全に防総することはでき
ず、 11月中旬から、アブラムシと温室コラジラ
ミの同時防除を考え、『アドマイヤー水和剤Jを
2000倍に希釈し6四散布した。温室コラジラミ
の発育には、 23~28度必要なため 11月の気温の
低下も重なり、 12丹上旬には、ほぽ妨除するこ
とはできた。
(e)チャノホコリダニ
ハダニ類は汁液を吸収し、葉緑素を破壊するの
で、被害株は生育が衰える一方、葉や花にカスリ
状の小班点を生じたり、変色したりするので鑑賞
価値を著しく損なう。
本研究においてチャノホコリダニは最も防除し
にくい害虫であった。 12月中旬に新葉と芯部が
加害をうけ、葉は奇形し芯部は芯止まり痕状とな
っていた。
原田として、ハウス内の高温乾燥が考えられる。
12丹からハウス内の温度管理のため温水暖房、
ヒーターを使用しており、チャノホコリダニが好
む高温乾燥状態となっていた。薬剤は『ピラニカ
EW.! を2000倍に希釈して散布した。しかし、
多発してからの薬剤の散布はあまり効果がなく、
も加害され開花しなかったり、奇形花として現
れた。また、果実も加害され果捜部は灰白色や灰
褐色に、果実表面はサメ肌状になった。ナスの主
枝を元気にするため、加害された葉、芯、花、果
実はすべて切り落とした。チャノホコリダニは乾
燥を好むので、週に2由ハウス内の湿度を上昇さ
せるため、ホースで散水し、『ピラニカEW.! と、
栄養剤を混ぜたものを 1丹中旬まで散布した。湿
度の改善と薬剤、栄養剤散布により、正常な葉が
成長し、花が咲き、果実が実るようになった。
(2)ナスの各成分分析の結果と考察
2003年11月11日と 11月25日採取したナスの
成分の分析結果を表一 1、2に示す。
食品分析表(科学技術庁資源調査会、 1991)
によると、ナスの成分代表値として、可食部100
gあたり、 Caは16mg、Naは1mg、Kは220mg、
Mgは14mgで本研究においてもほぼ同程度の値
が得られた。
(a)ナトリウムについて(鴎-1， 2) 
11丹11日に収穫したナスのナトリウム成分に
おいて、各ポット別に見てみるとぱらつきがあり
一定の傾向が見られない。これは、定植し 1ヶ月
間淡水と追肥で生育し、土壌中の栄養が主枝の生
長に利用されたため、ナス果実にはナトリウムの
ばらつきが見られたのではないか。しかし、 11
月25自に収穫されたナスのナトリウム成分を見
34 国中 BJj' l ・石矯正~*2
てみると、塩分濃度が5000ppm以上になると増
加し、 Na含有量と塩分濃度は比例関係にあると
思われる。
Oppm、2000ppm、5000ppmは7，8mgとさほ
ど変化は見られないが、 8000ppmで、は17mg、
16000ppmで5は24mgと、 Oppm、2000ppm、
5000ppmと比較して、 2~3倍の数値を示して
いる。これは、現在の日本人のナトリウム(塩分)
の過剰摂取を考慮すると、望ましいことではないo
Naは、告本人の疾患部3大死因、第2位心臓病、
第3位脳血管障害に深く関わりがある高血圧の原
因となる物質であるので、 Na含有量に増加傾向
が見られる5000ppm以上の海水を潅水するのは
望ましいことではない。
表-1 11月11日に収護した各濃度におけるナス100g中の成分
成分濃度 ナス No Na K Ca 
。 8.84 236.16 39.88 
4 11.96 250.56 31.00 
7 7.84 234.24 22.88 
8 7.64 245.72 34.80 
2000 9 11.56 217.20 33.76 
10 11.52 235.80 31.56 
12 6.64 240.64 25.40 
5000 
14 6.68 196.00 25.68 
15 6.52 109.80 17.80 
8000 22 7.48 154.64 28.28 
16000 
29 8.72 203.32 23.24 
30 8.92 131.24 18.56 
表-2 11周25日に根穫した各濃度におけるナス100g中の成分
成分濃度 ナスNo Na K Ca 。 8.44 143.40 23.96 
2 7.44 147.57 26.12 
2000 9 6.92 163.04 23.40 
5000 17 8.60 286.56 31.48 
20 12.48 315.32 37.24 
8000 21 16.72 292.96 36.12 
23 17.12 257.84 42.44 
16000 26 23.44 262.20 26.76 
Mg 糖度
14.76 2.8 
15.72 2困5
12.12 3.2 
13.4 3.4 
9.6 3.2 
16.24 3.3 
13.56 3.3 
6.48 4.7 
3.96 4.6 
5.44 4.5 
4.4 4.9 
5.4 4.6 
Mg 糖度
3.56 3.0 
3.12 3.1 
3.32 4.9 
8.88 5.7 
10.60 6.1 
10.24 6.1 
8困64 6.2 
10.60 6.3 
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(b)カリウムについて(図… 3，4) 
11月11日に収穫したナスのカリウム成分にお
いて、 Oppm、2000ppmは約220mgを示し、
5000ppm、8000ppm、16000ppmにはばらつ
きが見られる。これは、ナトリウムと河様に、定
植し 1ヶ月間淡水と追肥で生育し、土壌中の栄養
が主枝の生長に利用されたため、ナス果実に合ま
れるカリウムのばらつきが見られたのではない
か。しかし、 11月25日に収穫されたナスのカリ
ウム成分を見てみるとOppm、2000ppmは約
220mgから約150mgに減少し、 5000ppm、
ol 
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8000ppm、16000ppmは、 11月11日の時点で
はばらつきが見られたが、 25日では約250mgか
ら300mgになっている。 Oppm、2000ppmと
5000ppm、8000ppm、16000ppmを比較する
と最大2倍になっていることがわかる。カリウム
はナトリウムと密接に関わっており、カリウムに
は過剰に摂取したナトリウムを排植する働きがあ
るので、ナトリウムを考慮、にいれると、ナトリウ
ムは5000ppmまでナトリウムの量は変わらない、
またカリウムは5000ppmから含有量が増える。
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図-3 11河11自に収穫したナス1009中のカリウム禽有量
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(c)カルシウムについて(図-5，6) 
11月11日に収穫したナスのカルシウム成分に
おいて、ナトリウムと同様にOppm、2000ppm、
5000ppm、8000ppm、16000ppmと一定の傾
向が見られず、ぱらつきがある。 11月25日では
Oppmから8000ppmまでは増加傾向が見られる
?????????
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? ?
? ? ? ? 〉
が、 16000ppmで、減少しているので、このデー
タを見る限りで、は海水を入れることによって、ナ
ス果実中のカルシウム成分が増えるとは断定でき
ない。
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(d)マグネシウムについて(図ーアラ 8)
11月11日に収穫したナスのマグネシウム成分
において、ナトリウムと同様にばらつきが見られ
る。 11月25日に収穫されたナスのマグネシウム
成分を見てみると、海水濃度5000ppmから飛躍
的に上昇し、 Oppm、2000ppmは、約3mgた、が、
5000ppm、8000ppm、16000ppmは9mgカ通ら
10mgと、約3倍である。 11自と25日を比較し
て11日で、Oppm、2000ppm、では含有量が高か
ったのに文すして、 25日では、減っている。
11日で'5000ppm、8000ppm、16000ppmは、
含有量が低かったのに対して、 25EIでは高くな
っている。これは、ナスによく見られる、マグネ
シウム欠乏症に対しマグネシウムが有効に能われ
たと考えられ、 25日では海水のマグネシウムに
18 
--. 16 
01 
E 14 
麟 12
↓零時
包 8
3き 6
4 
2 
より含有量が増えたと考えられる。
海水を潅i慨することによってナスの典型的な病
気であるマグネシウム欠乏症を改善したことは、
重要な付加価髄と言えよう。ナス中のナトリウム、
カリウム、カルシウム、マグ、ネシウムの合脊量を
考慮すると、ナスに適当な塩分濃度は5000ppm
が望ましいと忠われる。
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図-7 11月11日に収穫したナス1009中のマグネシウム含有量
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陸一8 11月25日に眼穫したナス1009中のマグネシウム含有量
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(e)糖度について(閣 9， 10) 
1 1月 11Bの糖度を見てみると、海水濃度
Oppm、2000ppm、はあまり変化は見られず、
5000ppm、8000ppm、16000ppm、では平均
4.5ぐらいである。 11月25日の糖度を見てみる
と、 2000ppm、から徐々に上昇し、 5000ppm
から 16000ppmはほぼ糖度6で一定の数髄を示
している。 Oppmと5000ppm、8000ppm、
16000ppmを比較すると、約2倍の値を示して
いる。海水をポットに潅水するため、土壌中に塩
分が集積し、 2000ppmにおいても、糖度が3か
ら5に変化したと J忠われる。糖度の上昇の原因は
7 
6 
5 
? ?
??
??
2 
海水による水分ストレスが考えられ、各肢の水ポ
テンシャル(pF換算個)を2月にサイクロメータで
測定した結果、 Oppmで、3.5、2000ppmで'3.8、
5000ppmで、3.9， 16000ppmで'4.0で、あった。水
ポテンシャルも 5000ppm、8000ppm、
16000ppmで、PF換算値4.0辺りとほぼおなじで
あり、ナス糖度と水ポテンシャルは密接な関係が
あるといえる。
しかし、ナスの糖度に関しては、糖度が高いか
らといって、人間の味覚に合うとは眼らず、糖度
と旨みの関係については、研究の必要性がある。
ナスNo
額一9 11月11日に眼穣したナス100g中の糖度
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ナスNo
図ー 10 11月25日に収穣したナス100g中の糖度
希薄海水濯i慨がナスの品質に及ぼす影響 39 
(f)形状について
1 1月25日のナス糖度とナスの長さの関係
(留-11) についてみると、糖度6あたりのナス
は長さ 10cmから12cmの範囲にあり、糖度3あ
たりのナスは長さ 16cm前後である。糖度が3上
昇するとナスの長さは4cmほど短くなる。 11月
25日のナスの形状みると(国一 12)、 Oppm、
5000ppm、16000ppm区ともナスの長さと直経
との比はほぼ同じであり、海水を潅水しでも、小
型にはなるが、丸くなったり、細長くなったり、
形が変わるということはない。
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函-11 1 F.l25日に収護したナスの長さと糖度の関係
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随一12 1月25日に収穫したナスの形状
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4.あとカf吉
本研究によって得られた結果は以ドのとおりで
ある。
( 1) 11月11日と25日に収穫したナス中のナト
リウム、カリウム、カルシウム、マグネシウ
ムの含有量、糖度の測定結果から判断する
と、塩分濃度5000ppmに希釈した海水がナ
ス栽培に最も適していることがわかった。
(2)糖度が3上昇するとナスの長さは4cmほど
耀くなる。
(3)海水を潅水しでも、小型にはなるが、丸く
なったり、細長くなったり、形が変わるとい
うことはない。
(4) 海水を定期的に潅水することによって、マ
グネシウム欠乏症を改善することができる。
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